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【事例１】 ＭＧバックホウと一般型バックホウの併用例
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モニタ画面（平面） モニタ画面（横断）

設計高 35.554 差＋0.015m

①マシンガイダンスを用い、法丁張りの代わりに、法面の切り
出し位置と法面勾配の見本となる程度の法面を作成

②MGを搭載しない一般型の
バックホウで施工（法面）を実施

③小段部の高さ指示
④次段階の法面勾配の見本となる程度の法面を作成

－活用のポイント－

• マシンガイダンスの稼働率を向上させる

• マシンガイダンスの必要な作業に集中
（全ての作業にマシンガイダンスが必要ではない）

• 設計図はマシンガイダンスに搭載済み。マシンガイ
ダンスで仕上がりもチェックできる。

法面の切り出し位置と法面勾配の見
本となる程度の法面をつくる。

高度な機械
＝

高度な作業に活用

ＭＧ

ＭＧ

従来方法

No.2

No.2

法面の切り出し位置と法面勾
配の見本となる程度の小さな
法面を作成

－コンセプト－



【事例２】 ３次元設計データの工夫とＭＣブルの活用例
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MCブルドーザの敷き均し作業と法面整形作業への活用（緩傾斜）
→法丁張り削減、整形作業高速化

敷き均し用データ

整形用データ

■導入効果の事例（堤防工事での事例）
・法丁張削減（丁張使用後のゴミもでない）
・オペレータが直接確認できる
→施工のチェック削減
・中間点でもデータによる確認ができる。

CL

1層目

Ｎ層目

排水勾配

余盛り高
余盛り幅

設計形状

現況地形

層厚:撒出し厚
(仕上がり標高)

CL

排水勾配

法面勾配

設計形状

現況地形

丁張不要

整形作業
の高速化

設計データ①

設計データ②

２種類の設計
データを切り替
えながら、敷き
均しと法整形を
１台でこなす。
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